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「ですから、あなたがたは、今そうしているように、�
互いに励まし合い、互いを造り上げるようにしなさい。」
� テサロニケの信徒への手紙一　5章11節

　

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
同
窓
会
は
、
本
年

設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

設
立
に
は
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
学

長
幸
田
三
郎
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
、

青
山
さ
ゆ
り
会
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
力
が
あ
り

ま
し
た
。
50
年
を
経
た
今
、
そ
の
経
緯
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。

　

1
9
7
4
年
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
創
立

25
周
年
の
年
に
同
窓
会
は
誕
生
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
短
大
卒
業
生
は
、
青
山
さ
ゆ
り
会
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

青
山
さ
ゆ
り
会
と
は
、
宣
教
師
ド
ー
ラ
・
E
・

ス
ク
ー
ン
メ
ー
カ
ー
が
麻
布
に
開
い
た
青
山
学

院
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
「
女
子
小
学
校
」
か

ら
続
く
青
山
学
院
の
女
子
教
育
を
担
っ
た
学
校

の
同
窓
会
と
し
て
1
9
0
0
年
に
発
足
し
た
会

を
ル
ー
ツ
と
し
て
い
ま
す
。
1
9
5
6
年
に
青

山
学
院
校
友
会
（
男
子
）
と
女
子
部
校
友
会
が

合
同
し
て
青
山
学
院
校
友
会
と
な
っ
た
時
に
、

女
子
短
期
大
学
部
会
（
通
称
：
青
山
さ
ゆ
り
会
）

と
し
て
女
子
高
等
部
、
女
子
専
門
部
、
女
子
短

期
大
学
の
卒
業
生
が
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

短
大
創
立
25
周
年
を
迎
え
、
1‌

5
、0
0
0

人
を
超
え
る
卒
業
生
を
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ

た
時
、
短
大
の
卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会
を
持
つ

と
い
う
こ
と
が
母
校
や
校
友
会
を
よ
り
身
近
に

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

当
時
の
先
生
方
や
卒
業
生
の
熱
い
気
持
ち
と
、

青
山
さ
ゆ
り
会
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が

あ
り
設
立
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
記
録
を
紐
解
く
と
、
設
立
顧
問
（
教

員
）
6
名
、
準
備
委
員
（
卒
業
生
）
22
名
に
よ

り
実
際
に
同
窓
会
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し

た
の
は
1
9
7
4
年
8
月
21
日
で
し
た
。
早
速

会
則
作
成
委
員
会
も
発
足
し
、
ど
ち
ら
も
同
年

9
月
、
10
月
に
毎
週
の
よ
う
に
委
員
会
を
開
い

て
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

1
9
7
4
年
11
月
17
日
に
青
学
講
堂
に
て
設
立

総
会
が
開
か
れ
、
こ
こ
に
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
同
窓
会
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

1
9
7
5
年
4
月
よ
り
、
会
員
相
互
の
親

睦
・
母
校
の
発
展
へ
の
寄
与
・
社
会
貢
献
を
目

的
と
し
て
同
窓
会
活
動
が
始
動
し
、
10
月
に
は

会
報
第
1
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

10
年
は
活
動
の
基
礎
と
な
る
組
織
や
シ
ス
テ
ム

の
作
成
に
尽
力
し
た
年
月
で
し
た
。
そ
の
間
に
、

支
部
の
設
立
や
バ
ザ
ー
や
さ
つ
き
会
展
の
開
催

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
た
く
さ
ん
の
卒

業
生
が
関
り
、
学
科
会
設
立
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ

ミ
リ
ー
デ
ー
、
軽
井
沢
の
つ
ど
い
、
事
業
部
グ

ル
ー
プ
発
足
な
ど
時
代
に
即
し
た
対
応
が
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
た
経
験
や

50
年
の
長
き
に
わ
た
る
同
窓
会
の
活
発
な
活
動

が
今
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

母
校
が
無
く
な
っ
た
今
も
、
卒
業
生
の
拠
り

所
と
し
て
の
同
窓
会
が
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
っ
て
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

会
報
第
1
号
を
復
刻
印
刷
し
て
同
封
い
た
し

ま
し
た
。
設
立
当
時
に
お
も
い
を
馳
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

�
文
責
・
会
報
担
当　

鈴
木
真
帆

　
　
（
参
考
）�『
十
年
の
あ
ゆ
み
』
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
同
窓
会
（
1
9
8
5
・
3
）

　
　
　
　
　

 �

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
同
窓
会
会
報   

第
1
号
（
1
9
7
5
・
10
）・
第
21
春
号

（
1
9
9
5
・
4
）

主な内容

頁
・巻頭文��������� 1
・特集
　50周年によせて���� 2～ 3
　10年のあゆみ������� 4
　50周年イベント告知���� 5
・支部だより����� 6～10
・学科会�������11～17
・クリスマス礼拝�����18
・ボランティア事業部���19
　グループ紹介
・運営委員会�����19・20

第36回学科会総会
各学科会総会は下記のとおり開催い
たします。
学　 科 日　　時 会　　場

国　 文 5月18日（土）
10：30～11：30

ジェンダー研究
センター会議室

英　 文 5月18日（土）
12：00～13：00

青学会館
3階会議室

家　 政 5月18日（土）
10：30～11：30

青学会館 2階
グリーンエリアD室

童 友 会 5月18日（土）
12：00～13：00

ジェンダー研究
センター会議室

教　 養 5月18日（土）
10：30～11：30

青学会館
3階会議室

芸　 術 5月18日（土）
10：30～11：30

ジェンダー研究セン
ター多目的スペース
＆Zoom

現代教養 5月18日（土）
12：00～13：00 Zoom

　
第50回定期総会

日時……2024年 5 月18日（土）　13：30～　
会場……短大礼拝堂
第 1 部　総会　13：30～　
第 2 部　講演　15：30~
演題：「『青短』という学び舎」　
講師 ： �青山学院大学コミュニティ人間科学部　准教授

小林　瑞乃 先生

講師紹介
大学院在学中、歴史雑誌の企画・編集、保谷市（現西東京市）生涯
学習推進計画策定ほか多種多様な業務を経験し、2005年博士号取得。
2008年本学教養学科着任、以後13年間勤務。明治から現代まで様々
な人間の在り方と言説を追究している。
2023年 3 月オックスフォード大学戦後日本研究カンファレンスに招
かれ、作家森崎和江に関する研究成果を発表。今年、その報告書が
刊行される予定である。

同
窓
会
設
立
50
周
年
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